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実施報告書

公益財団法人どうぶつ基金

大阪ねこの会

平成28年度



目的

役割分担

本事業における各契約者の役割及び費用分担は次のとおりとする。
１、公益財団法人どうぶつ基金
ねこの不妊手術、さくら耳カット、ワクチン、ノミダニ駆除薬費用の全額支払い

２、大阪ねこの会
上記以外のあらゆる業務とそれにかかる費用

３、本事業の広報は契約者全員で積極的に行うよう努める

本事業は、猫の不妊手術による殺処分ゼロ実現を目的とする

連携事業

どうぶつ基金と大阪ねこの会は、次の事業を連携して実施する。
（１）猫の不妊手術
（２）上記に伴う獣医療 ※「さくら耳カット」は不妊手術を行う際に必須とする。
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手術数
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＊耳カットのみ：既に不妊手術済であった猫に手術済みのしるしとして耳カットを施した。



ボランティア数
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費
用
負
担

避妊・去勢手術
耳先カット(さくら耳）
ワクチン
ノミ除け薬

大阪ねこの会管理ボランティア



大阪府下における猫の殺処分
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詳細 報告

会場：一犬猫病院（水道光熱費・医療用ゴミ処理費用）無償提供

開催：10回

募集：毎月10日～15日

手術総数：1891匹

ボランティア総数：292人

参加資格・条件

①「大阪ねこの会」の会員であること。

②会場まで搬送ができること。

③手術後、１日猫を安静に置ける場所があること。

④手術同意書に署名すること。

⑤堕胎処置の場合、持ち帰ること。

⑥参加猫に耳カットをすることに同意すること。

⑦絶対にこの件に関して金銭のやり取りをしないこと。

実績・成果や社会的な影響・意義 大阪ねこの会

 ケガをしている猫をたくさん手当てできたこと。

 横隔膜ヘルニアの猫を1匹救えたこと。

 多頭飼育で崩壊しそうな家にボランティアさんが声をかけやすくなり、結果、

崩壊を防げた事例が何件か出たこと。

 このプロジェクトによって今までTNRをしたことがなかった人が何人か始めた

こと。

 プロジェクトの実施によりTNRやさくらねこについて初めて知った人が増えた

こと。

 猫についての相談に対してTNRという解決策を勧めやすくなったこと。
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殺処分ゼロを目指して！
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公益財団法人どうぶつ基金

大阪ねこの会


